
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 瀬戸内の自然を感じる「潮風公園 みなとオアシスゆう」 

【施設の状況写真】 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

瀬戸内の美しい自然を背景に総合交流ターミナルとして、防災機能は基より地元の海産物を

中心に岩国市で採れた安心・安全な農林水産物を提供する施設やミクロ生物館では、目に見え

ないミクロ生物の不思議な生態観察を通じて、海などの自然環境を守る大切さや赤潮発生のメ

カニズムなどの環境学習を体験できます。また、砂浜の空間は、自然とふれあう場やイベント等

あらゆる機能をもった観光資源となっています。 

■高潮、越波対策に面的整備した海岸は、自然と調和し、その空間はレクリエーション等に利

用できる。 

■自然を感じることのできる空間として、海水浴場として利用されている。 



（様式２）

テーマ 瀬戸内の自然を感じる「潮風公園 みなとオアシスゆう」 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     潮風公園 みなとオアシスゆう 

○所在地    山口県岩国市由宇町字有家浦 

○事業名    由宇港有家地区海岸環境整備事業 

○事業主体  山口県 

○事業期間   平成 10 年～平成 16 年 

【社会資本の役割・効果】 

○防災機能 

 海岸は、人命・財産が集中している空間であり、高潮や越波から防護する必要があるが、単に

線的に堤防や消波工のみで海岸線を防護するのではなく、瀬戸内の美しい自然景観との調和を

図るため、沖合施設や砂浜などを組み合わせることにより、環境や利用面から優れた施設として

の役割を担っている。 

【位置図】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関連ホームページ】 イベント関係 http://www.shiokaze-kouen.net/ 

 

■ 町営バス  ・JR由宇駅（相地行き）→有家バス停 約 13分 
・JR神代駅（笠塚カープ練習場前行き）→有家バス停 約 6分 

■ 自家用車  ・山陽自動車道 玖珂 I.C→潮風公園みなとオアシスゆう 約 40分 


